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Ⅰ．緒　　　　　言

　妊娠期から産後の時期は、親への移行期に位置付け

られ、親役割の課題を担う家族発達段階の新たなス

テージへの移行期であり発達的危機に直面しやすい。

Belsky1) は、初めて子どもを迎える夫婦の妊娠期から、

子どもが１歳になるまでの夫婦の関係性の変化につい

て調査し、子どもを持つと夫婦関係の満足度が低下す

ることを明らかにした。我が国においても、初めての

子どもの誕生により夫婦の関係性が低下する「産後ク

ライシス」が報道され2)、出産を機に妻に家事育児の

過重負担が生じ、夫の理解が得られないことから夫婦

関係が悪化することが問題視されている。さらに、産

後のパートナーへの満足度や夫婦関係の親密度は低下

し、その割合は夫よりも妻の低下の度合いが大きいこ

とが明らかである3)。これまでに、第１子出産前後の

夫婦関係の変化を明らかにした研究はあるが4,5)、こ

れらの研究結果は、妻もしくは夫の一方の認識から捉

えたものであり、夫婦の認識から捉え、夫婦の関わり

合いを検証したものではない。

　我が国では、35歳以上の高年初産婦が増加しており、

高年初産婦では、妊娠・出産の異常の発生率が高いこ

と、さらに、若年初産婦や経産婦に比べて、身体的・

精神的健康が脅かされ、育児不安や抑うつ状態に陥る

可能性が高い6,7)。Nakajima, et al.8) は、高年初産

婦の夫婦を対象に調査し、高年初産婦の身体的・精神

的負担に対応した夫の関わりの重要性を指摘している。

これらのことから、親への移行期にある高年初産婦の

夫婦において、どのような夫婦が産後に良好な夫婦の

関係性を構築し、どのような夫婦が産後クライシスを

招きやすいのか、夫婦の関係性を検討することは、親

への移行期における高年初産婦の夫婦の良好な関係性

への看護支援に繋がると考えた。

　本研究の目的は、高年初産婦の夫婦が認識する親へ

の移行期における夫婦の関係性の変化を事例研究に

よって明らかにすることである。

Ⅱ．用語の操作的定義

１．親への移行期：第１子出産前後に焦点を当て、妊

娠期から、産後の育児の不安感や疲労感の最も強い

時期を過ぎ、母児の生活リズムが安定する産後３カ

月の時期。

２．夫婦関係：夫婦で子どもを育てるという共同目標

を持ち、夫婦間の共感的なコミュニケーションの基

で精神的な安定が図られ、相互の親密性と連帯性を

強めていく関係性9)。

Ⅲ．研　究　方　法

１．研究デザイン

　事例研究では、「ある現象や母集団に対する理解を深

め、理論化を図る」際に multiple-case study design

が適用される。本研究では、高年初産婦の夫婦が親へ
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の移行期の夫婦の関係性の変化をどのように捉えてい

るかの事象を明らかにするという特性から multiple-

case study design の事例研究とした10)。

２．研究参加者

　本研究は、高年初産婦の夫婦を対象に、妻の心身の

健康状態と夫の関わりについて、妊娠期、産後１カ月、

産後３カ月の３つの時期に縦断的に調査した研究の一

部である。今回の調査は、産後３カ月の高年初産婦の

心身の健康状態と夫の関わりに関する調査研究のうち、

親への移行期における夫婦の関係性の変化の内容のみ

を研究データとして扱い、産後３カ月を調査の対象と

した。研究参加者は、Ａ市の出産準備クラスに参加し

た高年初産婦の妻とその夫であり、調査に同意が得ら

れた８組（計16名）を対象とした。研究参加者の選定

基準は、妻が35歳以上の初産婦であること、夫婦とも

に研究の趣旨に同意しインタビューに参加できること

とした。母児の健康状態に重篤な合併症等が生じ、妊

娠中の入院、及び産後の基準を超える期間の入院を要

する場合には、対象から除外した。

３．データ収集

　面接調査は、研究者と妻もしくは夫の１対１で面接

を実施した。場所は研究参加者の自宅もしくは研究者

の所属大学で実施した。面接時間は産後３カ月時の調

査の全体で妻平均43（32～50）分、夫平均32（18～46）分

であった。面接記録は、面接中にメモ及びICレコーダー

に録音をとり、終了後、インタビューの内容を逐語録

として文章化した。

４．調査内容および調査期間

　１）研究参加者の概要

　夫婦の年齢、妻の就労、妊娠の成立、妊娠経過、分

娩経過、産後の手伝いや里帰りの状況等とした。

　２）調査内容

　妻および夫に対して、「産後３カ月経った今、ご主

人（あるいは奥様）との関係が妊娠中と比べて変化し

たと感じますか？」「どのように変化したと思います

か？（あるいは、変化しないと思うのはどうしてです

か？）」と尋ねた。

　３）調査期間

　2016年９月～2017年５月であった。

５．データ分析

　データの分析は、妻と夫、各々の逐語録を何度も読

み返し、妊娠期から産後３カ月の夫婦の関係性の変化

と捉えられる部分に注目し、文脈単位で抽出し、抽象

度を上げて妻のコードと夫のコードを作成した。その

後、妻と夫のコードを統合し、事例ごとに夫婦の関係

性を検討した。最終的に８組全体で夫婦の関係性の様

相を分類し、これらの夫婦の関係性の様相から夫婦の

関係性タイプに分類した。

　分析の過程では、質的研究法を熟知した母性看護学

の研究者３名で分類や命名を繰り返し検討し、精度を

高め、結果の信頼性の確保に努めた。また、研究参加

者から得られた語りの内容については、調査後に逐語

録の段階において、研究参加者に確認をとりデータの

信頼性の確保に努めた。

６．倫理的配慮

　研究参加者からの研究参加協力に関する同意は、面

接開始前に、研究者が本研究への参加は自由であるこ

と、途中でいつでも中断できることなどを口頭及び文

書を用いて説明し、同意書に署名を得た。夫婦の関係

性について想起することにより精神的ストレスを伴う

可能性を考慮し、同意した後も研究協力を希望しない

場合は辞退できるよう、研究同意撤回書を研究説明書

や研究同意書と一緒に渡した。データを収集する時点

から、研究対象者の匿名化・番号化を行い、また、対

象者の連絡先とデータは別々の場所に保管し、個人が

特定できないようにした。なお、本研究は、群馬パー

ス大学研究倫理審査委員会の承認を得た後に実施した

（PAZ16-9）。

Ⅳ．結　　　　　果

１．研究参加者の概要

　研究参加者８組の概要は、表１の通りである。夫婦

の平均年齢は、妻38.8（35-47）歳、夫42.8（35─55）歳で

あった。

２．親への移行期における夫婦の関係性の認識

　産後３カ月時点で妊娠期からの親への移行期におけ

る夫婦の関係性の変化について、夫婦がどのように認

識しているかを明らかにした。これらは５つの様相を

示し、最終的に夫婦の関係性は、〈向上〉〈やや向上〉〈維

持〉〈やや低下〉〈低下〉のタイプに分類できた（表２）。
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なお、本研究では、夫婦の関係性の様相を【　】、妻

と夫の語りの内容を「　」、事例を（　）で示す。

　１）関係性〈向上〉タイプ

　【妊娠中よりもさらに発達する夫婦の親密な関係性】

　この夫婦の関係性は、事例Ａ、Ｃ、Ｆが該当した。

　Ａ夫婦は、夫が妻の家事育児の負担感に気づかい、

妻も夫の関わりを妊娠中よりも産後に頼もしく受け止

め、夫婦の距離感が深まり、夫婦の親密性が発達する

関係性を示した。

　「妊娠中からやれることは自分でもやって、産後は

家事育児も一緒にやって、妻の負担を少しでも軽く

したいし、今後もそうしていきたいですね。妻の里

帰り中は、頻繁に妻と子どもに会えなかったので。

その代わり、帰ってきてからは、私も（妻子に）関

わることができているので（妻も）良かったと思い

ます。（夫Ａ）」「（里帰りから自宅に帰って）主人の

方が頼れるな、実家はあまりよくなかったと思いま

した。妊娠中は、夫は女性特有のつわりとか理解で

きなくて、どこか遠い感じがしたけど、今は、目の

前の子どもの心配をして、一緒に考えてくれます。

子どもが生まれて、夫婦の距離感が空くかなと思っ

ていたけど、実際には、距離が近く深くなるのだな

と感じます。（妻Ａ）」

　Ｃ夫婦は、夫が産後の子どものいる慌ただしい生活

の中でも夫婦の絆を深める時間を作るための努力をし、

妻も夫の気持ちを好意的に受け止められており、夫婦

の親密性が発達する関係性を示した。

　「二人のプライベートの時間は無くなりましたが、

定期的に、子どもを実家に預けて、二人だけの時間

を作ろうかと相談しました。長時間は無理なので、

表１　研究参加者の概要

事例 妻年齢 夫年齢 妻就労 妊娠の成立 妊娠経過 分娩経過
里帰り期間・夫以外の

サポート状況

Ａ 40代前半 40代前半 主婦 不妊治療後妊娠 順調 弛緩出血と癒着胎盤のため輸血
２ヵ月里帰り・妻の実両親が高齢のため、
期待通りのサポートを得られない

Ｂ 30代後半 30代後半 常勤 自然妊娠 順調 数時間の早い分娩経過 １カ月里帰り・妻の実母のサポート

Ｃ 30代後半 30代後半 常勤 自然妊娠 妊娠糖尿病合併
無痛分娩、吸引分娩、分娩時尾てい骨損
傷

３カ月里帰り・妻の実母のサポート

Ｄ 40代後半 50代前半
妊娠・出産
を機に退職

自然妊娠 子宮筋腫合併 骨盤位のため予定帝王切開
里帰りなし ・ 妻の実母が高齢のため、気
を休められない

Ｅ 30代後半 30代後半 パートタイム 不妊治療後妊娠 順調
微弱陣痛のため陣痛促進剤を使用し、長
時間かかり出産

里帰りなし・妻の実母のサポート

Ｆ 30代後半 40代前半 常勤 自然妊娠 順調
予定日超過のため陣痛促進剤を使用し、
３日間かかり出産

里帰りなし・夫以外のサポートなし

Ｇ 30代後半 40代前半 主婦 自然妊娠 順調
微弱陣痛のため陣痛促進剤を使用し、無
痛分娩に変更して出産

２カ月里帰り・妻の実母のサポート

Ｈ 40代前半 40代前半
妊娠・出産
を機に退職

自然妊娠 妊娠糖尿病合併
糖尿病合併により管理分娩、微弱陣痛の
ため陣痛促進剤を使用し、４日間かかり
出産

３カ月以上里帰り中・妻の実両親のサポー
ト

表２　親への移行期における夫婦の関係性の変化

夫婦の関係性タイプ 夫婦の関係性の変化の様相 夫婦の関係性の変化 夫のコード 妻のコード 事例

関係性〈向上〉
タイプ

妊娠中よりもさらに発達す
る夫婦の親密な関係性

妊娠中よりも夫の家事育児
の関わりを通して深まる夫
婦の親密な関係性

妊娠中から夫婦で一緒に家事育児を行いた
いという気持ちがあり妻の負担を軽減させ
たい

妊娠中よりも夫の頼りになる家事育児の関
わりを実感し夫婦の距離感の深まりを感じ
る

Ａ

子どもが生まれても産後の
夫婦の時間を大切にしたい
という夫婦の親密な関係性

産後の子どものいる生活の中でも夫婦の時
間を作りたいという気持ちがあり妻に喜ん
で欲しい

産後の夫婦の時間を大切にしたいという夫
の気持ちに対して喜びを感じる

Ｃ

妊娠中から想像通りの家事
育児ができる夫婦の連帯の
関係性

妊娠中から夫婦で一緒に家事育児を行いた
いという気持ちがあり妻の負担を軽減させ
たい

夫が一緒に育児をしてくれたので妊娠中に
想像した通りの夫婦のチームワークによる
育児ができていると感じる

Ｆ

関係性〈やや
向上〉タイプ

妊娠中の夫婦間摩擦の関係
から変化した夫婦の配慮し
合う関係性

妊娠中の夫婦間摩擦の関係
から子どもが生まれ変化し
た夫婦が互いに配慮し合え
る関係性

産後は妻に感謝の気持ちを伝え妊娠中に比
べて夫婦喧嘩にならないように互いに配慮
している

妊娠中に比べて夫の家事育児への期待をせ
ずに産後は子どもの前では夫婦喧嘩になら
ないよう気づかう

Ｄ

関係性〈維持〉
タイプ

子ども中心の生活となるが
妊娠中と変わらない夫婦対
等の関係性

子ども中心の生活となるが
妊娠中と変わらない夫婦対
等の関係性

妊娠中から家事育児を分担したいと思う気
持ちがあり夫婦の関係は変わらない

産後の生活は子ども中心となっても夫婦の
関係は変わらない

Ｅ、Ｇ

関係性〈やや
低下〉タイプ

夫婦の認識の違いから生じ
る夫婦間の摩擦と修復の関
係性

育児に対する考え方の違い
から生じる夫婦間の摩擦と
修復の関係性

妻をサポートしたいという気持ちがあるが
妊娠中に比べて産後は育児に関する夫婦喧
嘩が増えたと感じる

後で考えると些細なことでも、産後の疲れ
から育児に関する夫婦喧嘩が増えたと感じ
る

Ｂ

関係性〈低下〉
タイプ

夫婦の認識の違いから妻の
心理的葛藤が生じる夫婦の
希薄化の関係性

夫の親になる意識に対する
妻の満足度の低下からから
生じる夫婦の希薄化の関係
性

育児がもう少し楽になったら里帰りから自
宅に戻ればよいと考えており子どもが生ま
れても夫婦の関係性は変わらない

里帰り先から家族３人の生活を始めたいと
いう私の気持ちに夫は理解を示さず産後も
今まで通りの変わらない夫の態度に不満を
感じる

Ｈ
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半日位、食事に出かけたり、妻も喜んでくれていま

す。（夫Ｃ）」「主人は、夫婦の会話を増やしたい、

夫婦の時間を増やしたいと言ってくれます。主人の

実家の親に預けて、夫婦で出かけたいとか考えてく

れます。嬉しいですね。（妻Ｃ）」

　Ｆ夫婦は、産後の家事育児を夫婦のチームワークで

乗り切り、夫婦が互いに感謝の気持ちを抱いており、

夫婦の親密性が発達する関係性を示した。

　「昼間は妻がみてくれている分、私は仕事から帰っ

たら頑張ろうという感じです。子育ては、二人でや

ればきつくないし、一人で全部やろうと思ったら大

変です。二人だから、まだ頑張れる。（夫Ｆ）」「全部、

想定の範囲内で起こっているので、チームワークよ

く夫婦で出来ています。（夫が）年末年始の休みで

付きっ切りで２週間一緒にいてくれてラッキーでし

たね、ありがたかったですね。（妻Ｆ）」

　２）関係性〈やや向上〉タイプ

　【妊娠中の夫婦間摩擦の関係から変化した夫婦の配

慮し合う関係性】

　この夫婦の関係性は事例Ｄが該当した。妊娠中は互

いへの不満を抱き摩擦が生じていたが、産後は妻が夫

に対して期待を持たずに、夫も妻の負担感を気づかう

気持ちを伝えることで、子どもの前では互いに配慮し、

摩擦を回避するという夫婦の関わり合いの関係性を示

した。

　「私も主人をあてにしないようにして、美容室もこ

の子を連れていって、その後、灯油を買って帰りま

す。相手に期待してしまうと、不満も出てしまうか

ら。夫も仕事をしているので、やってくれたことに

感謝をするようにしたら、上手くいくから。産後、

子どもの前では、お互いにけんかをしないようにと

いう気持ちがあると思います。（妻Ｄ）」「この休み

２日間疲れて眠りっぱなしです。彼女に負担かけっ

ぱなしで、感謝の気持ちを伝えることしかしていま

せんね。妊娠中は結婚して半年しかないので、けん

かもするわけです。それが、お互いに落ち着きまし

たよ、信頼関係も出来てきたし。彼女の方が変わっ

たのでしょうね、母性がでてきたのか。今は、相手

が望むことができるようになっています。（夫Ｄ）」

　３）関係性〈維持〉タイプ

　【子ども中心の生活となるが夫婦対等の関係性】

　この夫婦の関係性は、事例Ｅ、Ｇが該当した。夫婦

は妊娠中から家事育児への夫婦の対等な考えがあり、

産後は子ども中心の生活になっても妊娠中からの夫婦

対等を維持する夫婦の関係性を示した。

　「夫婦の関係性は変わってないですね。産後は、夫

婦で家事も育児もやりたいと妊娠中から考えていま

したね。今の段階では、大体分担していますね。休

みの日はたまには料理も作ります。（夫Ｇ）」「産後

の夫婦関係は、子ども中心になっているというのは

あってもそれほど変わりませんね。（妻Ｇ）」

　「元々、結婚当初から、夫婦平等、家事も育児も夫

婦でしたいということは、今でも変わらないです。

お互い仕事をもって、もちろん、両親の助けを受け

ながらが、社会的には良いのかな、子どもの成長に

も良いのかなと思いますね。（夫Ｅ）」「生活の中心

が子ども中心になったということです。それ以外は

特に（変わらない）、今でもそうです。（妻Ｅ）」

　４）関係性〈やや低下〉タイプ

　【夫婦の認識の違いから生じる夫婦間の摩擦と修復

の関係性】

　この夫婦の関係性は事例Ｂが該当した。妻は産後の

育児の疲労感により心の余裕の無さから夫婦喧嘩が生

じていると感じており、夫は妻の負担感を軽減するよ

うに関わりたいと望んでおり、産後の夫婦の摩擦と修

復を繰り返す夫婦の関わり合いの関係性を示した。

　「妊娠中に比べて言い合いが増えました。赤ちゃん

への父親のコミュニケーションの取り方に対して私

が怒ることが増えて、後々考えてみるとくだらない

ことで、それは、疲れから来るのでしょうね。寝不

足で私の心の余裕がなくなり八つ当たりが増えたか

ら。（妻Ｂ）」「それほど夫婦関係が変わったとは感

じません。ごく最近、喧嘩をしましたが、思い返せ

ばこんなくだらないことで、何で喧嘩をしたのかと

思います。私も妻をサポートしたいし、子育てをし

たいという気持ちでいます。（夫Ｂ）」

　５）関係性〈低下〉タイプ

　【夫婦の認識の違いから妻の心理的葛藤が生じる夫

婦の希薄化の関係性】

　この夫婦の関係性は事例Ｈが該当した。妻は子ども

が生まれても変わらない夫の態度に憤りを感じており、

一方の夫は、育児がもう少し楽になったら里帰りから

自宅に戻ればよいと考え、子どもが生まれても夫婦の

関係性は変わらないと感じていた。夫の親になる意識

に対する妻の満足度の低下から生じる夫婦の希薄化の

関係性を示した。

　「１カ月を過ぎた頃から、いつ頃、里帰りから戻ろ

うかと何度も言っているのですが、『まだ、いいよ』
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と言われて、３か月もたってしまい、夫が今まで通

りの、のんびりした生活を送っていることを腹ただ

しく思いました。このままだと主人に人見知りがは

じまってしまうかも。説得して動くより、自分から

動いてほしいです。（妻Ｈ）」「子どもができたから

妊娠中に比べて夫婦の関係が変わったことは、特に

ないですね。でも、一番（子どもに）なつかれてい

ないのは僕ですね。妻の家族は一緒にいる時間が長

いけど、私は平日夜と、土日だけ一緒に過ごすだけ

なので。もう少し手がかからなくなってから、自宅

に戻る感じでいいと思っています。（夫Ｈ）」

Ⅴ．考　　　　　察

　Belsky, et al.1)（1994/1995）は、親への移行期に

おける夫婦の関係性の変化を、「向上」「変化なし」「少

し悪化」「ひどく悪化」の４つに分類している。本研

究では、高年初産婦の夫婦の関係性の変化を〈向上〉〈や

や向上〉〈維持〉〈やや低下〉〈低下〉の５つに分類で

きた。

１．〈向上〉タイプの夫婦の関係性

　Belsky, et al.1) は、親への移行期において夫婦が

「苦労を共にできるか」が重要であると指摘している。

【妊娠中よりもさらに発達する夫婦の親密な関係性】

を示したＡ、Ｃ、Ｆ夫婦が、妊娠中の親密な関係性を

産後さらに発達させることができたのは、産後の妻の

心身の負担感に対し、妻をサポートするために夫が妻

の気持ちに寄り添う努力があり、その夫の関わりに対

する妻の満足感を通して、夫婦の心理的絆を深められ

たという夫婦の関わり合いによるものである。

２．〈やや向上〉タイプの夫婦の関係性

　諸井12) によると、妻の夫婦関係の満足度を高める要

因には、妻の就労状況や夫の家庭内労働状況は無関係

であり、妻の心配事や悩みを夫が聞くなどの夫の情緒

的な関わりや、妻の能力や努力を夫が高く評価するこ

とが妻の満足度を高める要因となる。よって、【妊娠

中の夫婦間摩擦の関係から変化した夫婦の配慮し合う

関係性】を示したＤ夫婦では、夫の家事育児の関わり

が得られなくても、夫からの情緒的な関わり、妻の母

親らしさを評価する気持ちが妻に理解され、妻の満足

度に繋がったと考えられる。しかし、妻が産後の全て

の家庭内役割を担うことは高年齢の妻の心身の負担感

を増強させ、精神的不健康な状態に陥る可能性も懸念

される。夫からの情緒的な関わりが継続して得られる

ように支持しながら、実際的サポートが受けられる産

後ケア等の公的サービスに関する情報提供が必要であ

る。

３．〈維持〉タイプの夫婦の関係性

　【子ども中心の生活となるが夫婦対等の関係性】を

示したＥ、Ｇ夫は、夫婦が対等な性別役割分業の考え

をもち、妊娠中から夫婦で家事育児を協同し、妻をサ

ポートすることを望んでいた。夫婦関係における対等

性に関しては、夫の家事参加が多いほど妻の分担や負

担感が少なくなり、夫婦の衡平性と夫婦関係の満足度

との関連が指摘されている11)。妻は産後に増大する家

事育児を夫婦で協力し合えていることに満足と感じ、

それが夫婦の衡平性と夫婦関係の満足感になっていた。

産後は子ども中心となっても、妊娠中と変わらない家

事育児を協同できる対等な夫婦関係であると互いに認

識していたと考える。

４．〈やや低下〉タイプの夫婦の関係性

　親への移行期の夫婦には、喧嘩を回避することを恐

れずに建設的な喧嘩を行うことが必要であり、この摩

擦管理が重要である1)。【夫婦の認識の違いから生じる

夫婦間の摩擦と修復の関係性】を示したＢ夫婦のよう

に、産後は心身の負担感、疲労感から口論となりやす

い。しかし、子どもを迎えて初めて夫婦の考え方の違

いを目の当たりにしたときに議論をすることで、夫婦

の互いの考え方の違いを理解でき、不平やフラスト

レーションを払拭することができる。建設的な喧嘩を

通して、自分の考えや気持ちを聞いてもらい、互いに

理解と尊重された実感が得られることにより、夫婦の

関わり合いが深まると考える。

５．〈低下〉タイプの夫婦の関係性

　Belsky, et al.1) は、夫婦が個人を統合してチーム

として働くことができるかどうかは、夫側の結婚に自

ら積極的に踏み込み、妻を精神的にも身体的にも支え

る能力に委ねられており、一方の妻側は、子どもが生

まれても夫に対して変わらぬ愛情と理解を示し続ける

能力を持ち得ているかであると指摘している。【夫婦

の認識の違いから妻の心理的葛藤が生じる夫婦の希薄

化の関係性】を示したＨ夫婦の場合、夫側の妻への身

体的精神的なサポート能力が十分とは言えず、産後３
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カ月においても親子３人家族の再構成がスタートでき

ずにいたことから、妻は夫の父親としての意識の低さ

に苛立ちを募らせていた。妊娠期の初産の夫婦を対象

にした質的研究13) では、産後の夫婦の関係性が良好に

移行するには、夫婦で子どもを育てるという意識の共

有化が促進されるように妊娠期から親になる意識に働

きかける支援の重要性を指摘している。本研究におい

ても同様に、妊娠期から産後の夫婦にはどのような努

力や夫の支えが重要となるかを伝え、夫婦が産後の困

難や試練を乗り越えられるように、夫婦の親になる意

識に働きかける支援が重要といえる。さらに、夫婦の

認識の違いを互いに理解できずに、希薄化した夫婦の

関係性から産後クライシスに陥ることを防ぐためには、

妊娠期および産後の夫婦参加型クラスにおいて、参加

した夫婦の思いを話し合い共有する場を設け、夫婦の

相互作用を促すコミュニケーション・スキルを高める

ことも必要な支援といえよう。

　最後に、夫婦の関係性のタイプの分類から親への移

行期における高年初産婦の夫婦の関係性を検討したが、

本研究では、Belsky, et al.1) が提示した「ひどく悪化」

の夫婦は認められなかった。この要因として一つは、

本研究の親への移行期の期間は、妊娠期から産後３カ

月までの期間であったのに対して、Belsky, et al．

の提示した親への移行期は、子どもが生まれて１年ま

での期間と長く、夫婦の関係性の悪化に移行したと推

測される。また、本研究の対象である高年初産婦は、

精神的な余裕を強みとして持ち備えており8)、さらに、

研究参加に協力的な夫婦であり妊娠期から関係性が良

好であったこと、これらも夫婦の関係性の悪化に移行

した事例がいなかった要因と考えられる。

６．研究の限界と今後の課題

　本研究は、対象夫婦が８組と少ないためすべての高

年初産婦の夫婦の一般化は控える必要がある。今後は、

対象者の数を増やし高年初産婦の夫婦と初産夫婦の関

係性の変化の違いについての検討が必要といえる。ま

た、本研究では親への移行期を妊娠期から産後３カ月

としたが、今後は産後の追跡調査を継続し、産後クラ

イシスを予防するための妊娠期からの夫婦の関係性へ

の支援を提示する必要がある。

Ⅵ．結　　　　　論

　研究参加者８組の親への移行期における高年初産婦

の夫婦の関係性の変化の様相は５つに分類された。関

係性〈向上〉タイプは【妊娠中よりもさらに発達する

夫婦の親密な関係性】、〈やや向上〉タイプは【妊娠中

の夫婦間摩擦の関係から変化した夫婦の配慮し合う関

係性】、〈維持〉タイプは【子ども中心の生活となるが

夫婦対等の関係性】、〈やや低下〉タイプは【夫婦の認

識の違いから生じる夫婦間の摩擦と修復の関係性】、

〈低下〉タイプは【夫婦の認識の違いから妻の心理的

葛藤が生じる夫婦の希薄化の関係性】であった。特に、

関係性〈低下〉タイプでは、妊娠期から妻に対する夫

のサポートの重要性を伝え、夫婦の親になる意識に働

きかける支援が重要である。産後クライシスを予防す

るためには、夫婦の相互作用を促すコミュニケーショ

ン・スキルを伝える必要があろう。
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